
平成 25 年度 医薬分業指導者協議会次第 

 

 

日時：平成 26 年 3 月 20 日（木）13:00～17:00 

場所：中央合同庁舎 5号館（厚生労働省）講堂（低層棟 2階） 

 

１．開会のあいさつ                       13:00～13:05 

     厚生労働省大臣官房審議官（医薬担当） 成田 昌稔 

 

２．最近の薬務行政について                   13:05～13:30 

    厚生労働省医薬食品局総務課 主査    海老原 卓志      

 

３．日本薬剤師会の活動について                              13:30～14:00 

    公益社団法人日本薬剤師会 専務理事   寺山 善彦 

 

＜ 休憩 ＞                          14:00～14:15 

 

４．地域医療における「かかりつけ薬局」の今後の在り方について 

（１）厚生労働省の取り組み                    14:15～14:35 

厚生労働省医薬食品局総務課      蓮見 由佳 

 

（２）日本薬剤師会の取り組み                   14:35～14:55 

公益社団法人日本薬剤師会 副会長     生出 泉太郎 

 

（３）地域における取り組み 

①実例報告Ⅰ（薬物療法提供体制強化事業）         14:55～15:35 

長崎県福祉保健部薬務行政室 課長補佐 山田 晴美 

一般社団法人長崎県薬剤師会 理事   天本 耕一郎 

 

②実例報告Ⅱ（薬局・薬剤師を活用した健康情報拠点推進事業） 15:35～16:15 

高知県健康政策部医事薬務課 チーフ  土居 祥孝 

公益社団法人高知県薬剤師会 副会長  寺尾 智恵美 

 

５．医薬分業の質の向上に向けて 

～薬剤師業務の見える化運動と疑義照会調査～      16:15～16:45 

    公益社団法人日本薬剤師会 常務理事   永田 泰造          

    東京理科大学 薬学部教授             鹿村 恵明  

 

６．全体質疑                          16:45～16:55 

 

７．閉会のあいさつ                       16:55～17:00 

    公益社団法人日本薬剤師会 会長       児玉 孝 


